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賃
金
水
準
、待
遇
改
善
の
促
進
で

  

未
来
の
人
材
確
保
を
図
ろ
う
！

賃
金
水
準
、待
遇
改
善
の
促
進
で

  

未
来
の
人
材
確
保
を
図
ろ
う
！

建
設
長
崎
第
七
十
六
回
定
期
大
会
が
令
和
三
年
七
月
十
八
日
㈰
長
崎
新
聞
社
文
化
ホ
ー
ル

ア
ス
ト
ピ
ア
で
、
全
体
百
五
十
二
名
の
参
加
規
模
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
各
種
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
と
な
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

規
模
を
縮
小
し
時
間
を
短
縮
、
密
を
避
け
た
会
場
の
配
置
に
加
え
消
毒
液
の
設
置
・
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
、
三
密
を
回
避
し
感
染
防
止
に
配
慮
し
た
措
置
を
行
い
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

午
前
九
時
三
〇
分
、
寺
田
副

委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
こ
の
一
年
間
の
物
故
者
に

対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

次
に
、
大
会
諸
役
員
の
選
出
が

な
さ
れ
、
里
大
会
運
営
資
格
審

査
委
員
長
か
ら
代
議
員
・
委
任

状
の
状
況
を
踏
ま
え
大
会
が
成

立
し
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
、

議
長
団
に
つ
い
て
は
、
中
央
支

部
の
小
川
代
議
員
、
大
村
支
部

の
伊
藤
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

田
上
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
来
賓

と
し
て
全
建
総
連
・
九
地
協
各

県
連
の
仲
間
や
各
政
党
・
労
働

団
体
を
代
表
し
て
出
席
・
ご
あ

い
さ
つ
を
賜
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
参
加
は
控

え
て
頂
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

各
種
表
彰
で
は
、
年
間
拡
大

目
標
及
び
年
間
純
増
を
達
成
し

た
八
支
部
と
年
間
拡
大
目
標
を

達
成
し
た
二
支
部
を
表
彰
す
る

と
共
に
、
拡
大
功
労
者
三
名
を

紹
介
し
表
彰
状
と
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
令
和
二
年
度
活

動
経
過
報
告
と
会
計
決
算
報
告
、

令
和
三
年
度
の
活
動
方
針
案
お

よ
び
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
質
疑
に
つ
い
て
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
こ
の
一
年
、
各
種
運

動
の
取
り
組
み
が
縮
小
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
決
算
内
容
に
つ
い

て
」
な
ど
が
あ
り
、
執
行
部
が

答
弁
の
後
、
原
案
通
り
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
木
下
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
令
和
三
年
度

の
役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ

れ
、
田
上
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
、
新
執
行
部
五
十
二
名
が
、

代
議
員
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

退
任
す
る
役
員
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
と
あ
い
さ
つ
の
後
、
新

役
員
を
代
表
し
て
田
上
執
行
委

員
長
が
「
今
も
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
な
い
中
で
の
組
合
活
動
は
、

様
々
な
制
限
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
日
皆

様
か
ら
頂
き
ま
し
た
貴
重
な
ご

意
見
を
力
に
し
ま
し
て
、
執
行

部
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
運
動

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
よ
り
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

出
席
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
大
会
宣
言

を
、方
山
青
年
部
長
が「
本
大
会

で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ

て
全
力
で
推
進
す
る
」
と
力
強

く
読
み
上
げ
宣
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
井
手
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
、
田

上
執
行
委
員
長
の
発
声
で
「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
会
場
の
皆

で
三
唱
し
第
七
十
六
回
定
期
大

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

新
生
活
様
式

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
前
進
‼

組
織
拡
大
年
間
四
五
〇
名
を
目
標
に
取
り
組
む
事
を
決
定
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令
和
三
年
十
月
二
十
一
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、

こ
れ
に
伴
い
満
了
日
の
三
十
日
以
内
に
選
挙
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、解
散
を
し
た
場
合
は
、

解
散
か
ら
四
十
日
以
内
に
選
挙
を
行
う
事
と
な
っ
て

い
て
、
今
秋
、
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

組
合
で
は
推
薦
候
補
者
と
建
設
技
能
者
の
立
場
に

た
っ
た
政
策
協
定
を
結
び
、
加
盟
組
合
と
共
闘
し
て

勝
利
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
長
崎
選
挙
区
】

【
1
区
】
西
岡

秀
子
氏
（
国
民
・
現
）

【
2
区
】
松
平

浩
一
氏
（
立
憲
・
現
比
例
）

【
3
区
】
山
田

勝
彦
氏
（
立
憲
・
新
）

【
4
区
】
末
次

精
一
氏
（
立
憲
・
新
）
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祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

中
央
執
行
委
員
長中
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孝
司

全
建
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長
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長
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長
崎
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議
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長
崎
市
長

田
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富
久

大
村
市
長

園
田

裕
史

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

長
崎
市
議
会
議
員池

田

章
子

長
崎
市
議
会
議
員野

口

達
也

島
原
市
議
会
議
員草

野

勝
義

時
津
町
長

吉
田

義
徳

大
会
出
席
者
数

出
席
代
議
員

六
十
六
名

委
任
状
提
出

二
十
一
名

執

行

部

五
十
名

書

記

局

十
五
名

合

計

百
五
十
二
名
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執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

〜
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
6
年
連
続
組
織
拡
大
に
感
謝
〜

本
日
は
、
早
朝
よ
り
県
下
十

五
支
部
の
代
議
員
の
皆
様
、
本

部
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
忙
し

い
中
に
ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
に
続
い
て
、
今
年
も
コ
ロ
ナ

対
策
の
中
、
第
七
十
六
回
定
期

大
会
を
本
日
開
催
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
事
に
、
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
は
、
昨
年
の
第
七
十
五

回
定
期
大
会
か
ら
一
年
間
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
四
月
十
一
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
建
設
長
崎
結
成
七

十
五
周
年
式
典
並
び
に
長
建
国

保
設
立
五
十
周
年
式
典
に
際
し

ま
し
て
は
、
前
回
よ
り
も
大
幅

に
規
模
を
縮
小
し
、
表
彰
の
み

の
式
典
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
大
き
な
節
目
と
な
る
記
念

式
典
が
無
事
開
催
出
来
ま
し
た

事
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
中
、
組
合
の
活
動

や
、
ふ
れ
あ
い
の
行
事
が
大
き

く
制
限
を
受
け
る
中
、
ま
ず
組

織
拡
大
で
あ
り
ま
す
。
お
か
げ

様
で
各
支
部
の
皆
様
の
熱
心
な

取
り
組
み
に
よ
り
ま
し
て
、
年

間
目
標
四
〇
〇
名
に
対
し
四
八

〇
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
十
支
部
が

目
標
を
達
成
、
更
に
昨
年
よ
り

も
二
十
三
名
の
純
増
と
な
り
、

六
年
連
続
の
増
加
を
達
成
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
奮
闘
に
対
し
ま

し
て
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

二
つ
目
は
、
仕
事
確

保
と
賃
金
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
で
あ
り

ま
す
。
昨
年
よ
り
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
建
築
現

場
で
の
仕
事
は
材
料
の
入
荷
が

遅
れ
た
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

の
延
期
や
中
止
等
、
様
々
な
影

響
が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
今
年

の
三
月
以
降
か
ら
は
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
木
材
の
不
足

と
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

全
国
で
着
工
が
出
来
な
い
、
見

通
し
が
立
た
な
い
、
仕
事
が

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
等
、
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
。
全
建
総
連

で
も
、
新
聞
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
不
当
な
買
い
占
め
や
価
格
の

つ
り
上
げ
が
な
い
様
に
、
国
産

材
の
安
定
供
給
等
、
国
土
交
通

省
や
林
野
庁
に
要
請
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

私
達
の
建
設
産
業
を
巡
る
状

況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

特
に
技
能
後
継
者
、
担
い
手
不

足
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
国
交
省
は
建
設
労
働

者
の
確
保
と
労
働
条
件
の
改
善

策
と
し
て
、
社
会
保
険
へ
の
加

入
促
進
や
、
設
計
労
務
単
価
の

九
年
連
続
の
引
き
上
げ
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に

私
達
が
貰
う
賃
金
と
は
ま
だ
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
私
達

組
合
は
、
引
き
続
き
仕
事
確
保

と
職
域
防
衛
の
為
、
自
治
体
や

行
政
に
対
し
て
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制
度
や
地
元

へ
の
仕
事
発
注
を
求
め
る
と
共

に
、
単
価
の
引
き
上
げ
を
消
費

者
の
皆
様
へ
理
解
も
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
建
設
職
人
の

賃
金
を
含
め
た
処
遇
改
善
は
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
国
交
省
は
二
〇
二
四
年

ま
で
に
全
て
の
技
能
者
が
登
録

出
来
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
、
組
合
で
も
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
を

お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。

三
つ
目
に
は
、
命
と
健
康
を

守
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

既
に
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
は
、
来
年
度
の
国
保
予
算

要
求
に
向
け
て
夏
の
ハ
ガ
キ
要

請
に
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

私
達
が
直
接
国
に
対
し
て
働
き

か
け
が
出
来
る
行
動
と
し
て
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
の
皆
様

へ
の
要
請
と
共
に
、
非
常
に
重

要
な
運
動
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
ま
す
。組
合
員
、主
婦
会
の

皆
様
の
取
り
組
み
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
の
五
月
十
七
日
に
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
最
高
裁

判
決
が
出
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、

十
三
年
に
も
及
ぶ
原
告
や
そ
の

遺
族
の
方
、
そ
し
て
全
国
か
ら

頂
い
た
五
〇
〇
万
筆
を
超
え
る

署
名
等
、
世
論
を
動
か
し
、
社

会
全
体
の
運
動
の
中
か
ら
勝
ち

得
た
の
は
皆
様
の
ご
協
力
・
ご

支
援
の
賜
物
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
裁
判
を
起
こ
し
て
い
な

い
被
害
者
に
対
す
る
給
付
金
基

金
法
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
静

か
な
時
限
爆
弾
と
言
わ
れ
て
い

る
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患

の
患
者
救
済
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
年
七
月
三
日
、
静
岡
県
熱

海
市
で
土
石
流
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
違
法
な
盛
土
が
被
害

を
大
き
く
し
た
と
言
わ
れ
、
大

き
な
災
害
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
昨
年
の
今
頃
で
あ
り

ま
す
が
、
長
崎
県
そ
し
て
熊
本

県
、
九
州
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
昨
年
の
定
期
大

会
の
中
で
、
全
建
総
連
を
通
じ

て
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の
建
設

職
人
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
も
、
青
年
部
長

を
始
め
五
名
の
方
に
応
援
に
駆

け
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。
夏
の

大
変
暑
い
中
で
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
作
業
に
あ
た
っ
て
頂

い
た
皆
さ
ん
へ
、
改
め
て
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
梅
雨
も
明

け
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
自
然
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
十
分
、
こ
れ
か
ら
も
ご

注
意
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
大
会
が
、
皆
様
の
活

発
な
ご
論
議
の
中
、
素
晴
ら
し

い
大
会
と
な
り
ま
す
様
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
執
行
部
を

代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

⑴

組
織
の
力
を
結
集
し
、
年
間
四
五
〇
名
の
拡
大
目
標
達
成
と
純
増
を
め
ざ
そ
う
。

⑵

組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
内
部
強
化
を
図
ろ
う
。

⑶

青
年
部
の
育
成
と
主
婦
会
の
親
睦
を
図
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
さ
せ

よ
う
。

⑷

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
活
用
で
仕
事
確
保
を
め
ざ
そ
う
。

⑸

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
登
録
を
推
進
し
、
賃
金
引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改
善
を

図
ろ
う
。

⑹

技
術
の
研
鑚
と
資
格
取
得
を
推
進
し
、
技
能
労
働
者
の
地
位
向
上
に
活
か
そ
う
。

⑺

長
建
国
保
の
国
庫
補
助
金
を
確
保
し
、
生
命
と
健
康
を
守
ろ
う
。

⑻

助
け
合
い
共
済
の
健
全
運
営
で
、
福
祉
共
済
の
充
実
を
図
ろ
う
。

⑼

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
労
働
災
害
撲
滅
を
め
ざ
そ
う
。

⑽

大
衆
増
税
に
反
対
し
、
納
税
者
の
権
利
を
確
立
し
よ
う
。

⑾

機
関
紙
「
建
設
長
崎
」
を
み
ん
な
が
読
む
新
聞
に
し
よ
う
。

⑿

憲
法
改
正
に
反
対
し
衆
議
院
選
挙
に
勝
利
す
る
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
ろ
う
。

● 大会諸役員 ●

◎
大
会
議
長

◎
大
会
運
営
委
員
長
兼

資
格
審
査
委
員
長

◎
選
挙
管
理
委
員
長

◎
大
会
書
記

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

執
行
委
員
長

田

上

一

郎

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

石

田

哲

雄

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専

従

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

井

手

保

西

彼

左

官

副
執
行
委
員
長

木

下

忠

明

諫

早

大

工

◎
副
執
行
委
員
長

坂

口

忠

義

中

央

左

官

書

記

長

西

平

博

之

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

若

杉

孝

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大

賀

修

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池

田

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

本

多

常

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中

央

大

工

執
行
委
員

北

村

五

男

大

浦

左

官

執
行
委
員

古

里

一

紀

大

浦

塗
装
工

執
行
委
員

小

宮

清

治

市

南

大

工

執
行
委
員

山

下

洋

二

市

南

鳶

工

執
行
委
員

里

澄

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

佐

藤

昭

彦

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

村

岡

広

明

浦

上

西

左

官

執
行
委
員

田

崎

順

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野

口

耕

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

岩

崎

喜
三
郎

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

尾

豊

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

村

太

司

諫

早

大

工

執
行
委
員

後

田

博

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

一

瀬

純

男

大

村

畳

工

◎
執
行
委
員

金

子

芳

雄

大

村

設
計
士

執
行
委
員

山

田

哲

夫

島

原

大

工

執
行
委
員

城

祐

輔

島

原

大

工

執
行
委
員

本

田

英

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

◎
執
行
委
員

大

島

𠮷

博

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員

長

島

則

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福

田

栄

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚

元

美

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須

藤

輝

久

北

松

大

工

執
行
委
員

近

藤

力

也

北

松

大

工

執
行
委
員

岡

田

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員

原

田

仁

志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

下

川

孝

貴

浦

上

西

配
管
工

会
計
監
査

山

崎

貞

博

諫

早

電
気
工

会
計
監
査

吉

元

隆

一

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員
待
遇

方

山

栄

治

大

浦

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

瀬

尾

友

謙

佐
世
保
中
央

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

馬

場

ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

山

形

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

井

関

一

幸

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

松

園

俊

輔

本

部

専

従

◎
特
別
執
行
委
員

古

井

宏

樹

本

部

専

従

◎
特
別
執
行
委
員

城

下

大

輔

本

部

専

従

第76回定期大会 スローガン

令和3年度 建設長崎本部役員名簿 令和3年7月18日現在
◎新任

田上一郎氏

松浦優紀（市南支部担当）江頭孝一（北松支部書記長）

小川友也（中央支部）伊藤光廣（大村支部）

里雄二郎木下忠明

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第674号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）8月15日発行
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私たちは本日、建設長崎第76回定期大会を開催し新年度の

運動方針として組織強化と拡大、仕事確保で生活を守り、技

能労働者の地位の向上を目指し、社会保障を拡充させ、労働

災害を撲滅する事を中心とした取り組みを決定した。

「新型コロナウイルス感染症」の影響で経済は混乱してお

り、建設業においても「ウッドショック」による材料不足な

ど、大変厳しい状況が続いている。

国や建設業界は、若年入職者の減少と高齢化が進んでいる

事を踏まえて、将来の担い手確保と生産性の向上のため、社

会保険適用の強化、公共工事設計労務単価の9年連続引き上

げ、建設キャリアアップシステムの導入、働き方改革による

週休二日制の実施と長時間労働の是正等、技能労働者の処遇

改善を進めている。

私たちが要望してきた住宅リフォーム助成制度は仕事確保

につながり、大きな経済波及効果をもたらしている。今後も

県下各自治体に住宅リフォーム助成制度の創設・拡充を要請

し、地域に根ざした地元工務店の受注機会と適正価格の回復

で若手技能後継者が育つ賃金・労働条件の環境づくりをめざ

していかねばならない。

そして、私たちの生命と健康を守る建設国保は、建設労働

者にとって最も適した健康保険として、建設国保の育成強化

を求める運動を推進してきた。

私たちは建設国保の現行補助水準の獲得と医療保険制度の

一元化に反対して、全国の仲間と共に建設国保を守る運動に

全力で取り組んでいく。

まだまだ、先が見えない「新型コロナウイルス感染症」に

立ち向かうとともに、組織を増やす運動の450名拡大を目指

し、あわせて増勢をめざす事を目標に「賃金水準、待遇改善

の促進で、未来の人材確保を図ろう」をメインスローガンと

して、本大会で決定した運動方針に則って全力で推進するこ

とを宣言する。

令和3年7月18日

長崎県建設産業労働組合第76回定期大会

各 種 表 彰
◎年間拡大目標達成と組織年間純増支部

組
織
拡
大
運
動
を
推
進
し
年
間
拡
大
目
標
を

達
成
す
る
と
と
も
に
年
間
純
増
を
果
た
し
た

支
部

◎年間拡大目標達成支部
各
支
部
に
設
定
さ
れ
た
年
間
拡
大
目
標

を
達
成
し
た
支
部

◎組織拡大功労者表彰
こ
の
一
年
間
5
名
以
上
の

新
し
い
仲
間
を
加
入
さ
せ

て
頂
い
た
方
が
対
象

（
中
央
支
部
）

峰

勇
太
郎
さ
ん

8
名
紹
介
加
入

（
浦
上
西
支
部
）

中
川
圭
一
郎
さ
ん

11
名
紹
介
加
入

（
西
彼
支
部
）

佐
野

勇
士
さ
ん

5
名
紹
介
加
入

退 任 役 員
本
部
執
行
部
で
の
ご
活
躍

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

新 役 員

大 会 宣 言

令和2年度組織拡大目標と加入・脱退数
（令和2年6月1日～令和3年5月31日）

増減

☆ 1

－7

－4

－10

☆ 18

－2

☆ 23

☆ 3

0

☆ 1

－8

☆ 1

☆ 1

☆ 4

0

2

23

◎印 年間拡大目標達成支部
☆印 年間組織純増支部

加入・脱退

◎ 31
30
12
19
11
15
24
34

◎ 74
56
11
13

◎ 65
42

◎ 43
40

◎ 36
36

◎ 46
45

◎ 28
36

◎ 43
42

◎ 24
23

◎ 20
16
7
7

◎ 5
3

480
457

加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退
加入
脱退

加入
脱退

年間
目標

26

18

20

25

36

18

33

42

28

31

28

33

24

20

15

3

400

支部

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

五 島

合 計

副執行委員長

坂口 忠義
（中央支部）

▲
大
村
支
部

（
年
間
加
入
36
名
）

▲
佐
世
保
中
央

支
部

（
年
間
加
入
28
名
）

▲
中
尾

政
男

前
執
行
委
員

（
大
村
支
部
）

▲
里

雄
二
郎

前
副
執
行
委
員
長

（
東
長
崎
支
部
）

▲
宮
野

喜
吉

前
執
行
委
員

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

執行委員

金子 芳雄
（大村支部）

▲
佐
世
保
北
支
部

（
年
間
純
増

1
名
）

▲
佐
世
保
東
支
部

（
年
間
純
増

1
名
）

▲
島
原
支
部

（
年
間
純
増

1
名
）

▲
中
央
支
部

（
年
間
純
増

1
名
）

▲
諫
早
支
部

（
年
間
純
増

3
名
）

▲
北
松
支
部

（
年
間
純
増

4
名
）

▲
浦
上
西
支
部

（
年
間
純
増

18
名
）

▲
西
彼
支
部

（
年
間
純
増

23
名
）

執行委員

大島 𠮷博
（佐世保中央支部）

▲団結がんばろう三唱▲代議員からの質疑

青年部長
方山 栄治

（大浦支部）

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）8月15日発行建 設 長 崎第674号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



第76回 定期大会に参加して
以前の様に活動できることを願う
浦上東支部
田川 和博

現在、コロナの影響で様々
な運動が制約を受けています。
今回の定期大会も、昨年に引
き続き、規模縮小・時間短縮
での開催でした。昔は2日間、
会議が行われていたことを思
うと、「これでいいのかな」と
考えてしました。コロナが早
く終息し、以前の様に大会や
活動ができることを願います。

意見を交わせる大会
西彼支部
脇川 雅隆

今年も新型コロナウイルス
の影響で時間短縮の開催とな
りましたが剰余金の使い方に
ついての意見交換が出来た事
は良かったと思いました。

理解をより深めたい
諫早支部
林 崇

コロナ禍での大会は今回で
2回目ですが事前に資料等も
頂いていましたが忙しくゆっ
くり資料確認等も出来ずにい
ました。
次回参加出来ればしっかり
勉強して理解を深めたいと思
います。

運動に邁進していく
大村支部
金子 芳雄

コロナ対策を講じた中での
スムーズな大会運営お疲れ様
でした。
組合に加入して14年目にな
りましたが、今回の大会で本
部執行委員に就任する事とな
りました。これからは、運営・
提案の立場での活動になりま
す。不安はありますが役を仰
せつかった以上は組合・支部

の代表としての自覚をもって運動に邁進してま
いりたいと思います。

活動方法を模索しよう
島原支部
木之田亮二

今年も昨年同様、新型コロ
ナウイルス感染症により組合
本部・支部ともに活動を制限
される一年でした。組織数は
若干増加している状況ですが
組合員同士の繋がり・団結が
緩まないよう、コロナ禍でも
できる活動を模索しないとい
けないと感じました。

わかりやすい大会だった
佐世保中央支部
松本 浩治

今回定期大会は13年ぶりに
参加になり自分が知っている
大会とは違いコロナウイルス
の為規模縮小となり分かりや
すい内容だったので、また参
加したいと思います。
コロナウイルス感染防止に
注意しながら仕事や組合活動
を頑張っていきたいと思いま
す。

一致団結して盛り上げよう
佐世保東支部
鴨川 浩樹

今年も新型コロナウイルス
の影響で時間短縮・規模縮小
の定期大会でした。限られた
時間の中ではありましたが組
合の活動方針や他の支部組合
員の皆様の意見が聞く事が出
来て貴重な時間と感じました。
組合は建設業に関わる様々

な職種や立場の方が在籍され
ていますが、だからこそ一致

団結して支部、組合全体を盛り上げていきたい
です。

若い人達の参加に期待したい
佐世保北支部
中村 忠男

コロナ禍で組合行事自体が
余り出来なかった様ですが、
資料をよく読んでみると組合
員の仕事にも活かせる内容も
沢山ありました。
参加者の多くがご年配でし

たが、為になるので是非もっ
と若い人達に参加して欲しい
と思います。
また、これからはパソコン

の時代です。組合でも若い人向けに平面図・立
面図だけではなく3Dモデルを基に各種設計図
書の作成方法を学べるような講座を開設すると
良いと思います。

活発な意見交換があり良かった
北松支部
田中 祐二

コロナの影響により、今年
の大会も昨年と同じく規模を
縮小し時間を短縮しての開催
でしたが限られた時間の中で
も活発な意見があり良かった
と思います。
まだまだ今の状況は続くか

と思いますが、感染防止に注
意しながら引き続き仕事や組
合活動について頑張りたいと
思います。

大きな変化を感じた大会
平戸支部
松本 篤志

定期大会に久しぶりに参加
しましたが以前参加した時よ
りも時間短縮になっていたこ
とに大きな変化を感じました。
コロナウイルスの終息がまだ
見えない状況ですがそれでも
出来る範囲での組織拡大に努
めている支部の方々の活動に
とても感心し私も同じように
頑張ろうと思いました。

日々、精進していく
書記局

俣野 敦
今回、初めて定期大会に参

加させて頂きました。新型コ
ロナウイルス感染症対策で規
模縮小しての開催となり本来
の定期大会を経験することは
出来ませんでしたが、労働組
合としての運動方針、書記局
として今後自分がどのように
したら、組合員の方々のお役
に立てるのかを改めて考える

事ができた定期大会となりました。まだまだ分
からないことが多く勉強中ではありますが今自
分が出来ることをしっかりとやっていき日々精
進していきたいと思います。

大会議長として迎えた大会
中央支部
小川 友也

大会議長という大役を仰せ
つかりとても緊張しましたが、
代議員の皆さまのご協力によ
り無事に大会を終了すること
が出来ました。大変ありがと
うございました。
まだまだコロナの影響によ

り組合運動や活動は制限され
ると思いますが可能な範囲で
の活動には参加していきま
しょう。

課題も見えた定期大会
大浦支部
竹﨑 初雄

今年は数年ぶりに本部定期
大会に参加させていただきま
した。新型コロナウイルス感
染症が流行を始めてから本部、
支部共に組合運動があまりで
きていない状況です。組合活
動はどうしても人が集まるの
で仕方がないことですが、ま
だまだ終息も見込めない中コ
ロナと共生しながら組合活動

を如何に進めていくかが今後の課題だと思いま
した。

仲間の表彰に励まされた
市南支部
一ノ瀬 崇

コロナウイルスの猛威が身
近に感じられる中、組織運営
に必要不可欠な定期大会が感
染対策等の調整により開催さ
れた事は大変有意義な事だと
思います。
大会中、仲間の表彰に励ま

され組織としての良好な運営
を確認できました。また個人
では不可能な労働環境の改善

や各種省庁等への働きかけは、団結した仲間の
大きな力である事を目の当たりにできたのは大
変励みになりました。

若い人達が魅力を感じる組合に
東長崎支部
牧島 貢

役員を退任後、久しぶりに
参加しました。コロナ禍と言
うことで代議員数や開催時間
も縮小しての大会となり、嘗
ての大会の様子とは違ってい
ましたが活動経過報告では年
間目標の400名も5年連続で
達成との事でした。又、年間
純増も8支部で52名もあり、
中には11名も加入紹介した方

もおられ凄いと思いました。
しかし、加入者数480名で脱退者数は457名と
脱退者数も少なくありません。これから3～4
年後は、団塊世代（私を含め）の現役引退も多
くなるでしょう。そんな時、頼りになるのは若
い人達です。青年部にもっと投資して若い人達
が魅力を感じる組合になってほしいと思います。

今後の諸活動を考える場に
浦上西支部
吉村 大介

昨年に引き続きコロナ禍で
の開催という事で感染防止対
策もきちんとされており安心
して参加することができまし
た。
内容的には、今後の諸活動

や財政面について考えさせら
れる大会で勉強になりました。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第674号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）8月15日発行
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資格取得で
報奨金が
もらえます。
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受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円の
助成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和3年9月25日㈯～26日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎

受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円の
助成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和3年11月13日㈯～14日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎

�������������������������

受 講 料

8，000円
（組合員には2，000円の
補助あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

建設長崎大村支部
（大村市玖島1‐49‐2）

日 程
令和3年10月10日㈰

午前9時00分～午後4時00分
（受付開始：午前8時30分より）

令和3年11月7日㈰
午前9時00分～午後4時00分

地区

長崎

大村

�������������������������

協
会
は
、
令
和
三
年
七
月
二

十
一
日
、「
第
九
回
定
期
総
会
」

を
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で

開
催
。
前
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮

小
し
、
全
体
四
十
五
名
の
参
加

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
田
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
北
村

会
長
は
「
県
内
の
公

共
工
事
で
の
最
低
制

限
価
格
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
九
十
二

％
の
適
用
に
長
崎
県
、

長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

大
村
市
、
西
海
市
、

諫
早
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
更
な
る
要
請
を
建
産
連

と
共
に
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

説
明
。
ま
た
「
予
防
接
種
や
感

染
予
防
に
全
力
を
注
ぎ
、
コ
ロ

ナ
か
ら
経
済
活
性
化
に
早
く
軸

足
を
移
し
て
い
け
る
よ
う
努
力

す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大

幅
に
伸
び
経
済
成
長
す
る
よ
う
、

国
や
県
に
対
し
色
々
な
投
資
拡

大
を
要
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
ま
た
、「
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
生
産
性
向

上
の
工
法
、
或
い
は
デ
ジ
タ
ル

化
の
加
速
化
、
働
き
方
改
革
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
処
遇

改
善
等
々
の
山
積
み
す
る
難
題

を
、
で
き
る
も
の
か
ら
こ
な
し
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
自
負
を
持
ち
、
今
後
の

建
設
産
業
の
動
き
に
つ
い
て
必

要
な
情
報
把
握
と
共
有
・
周
知

に
努
め
、
適
切
な
利
益
を
上
げ

な
が
ら
健
康
で
安
心
し
て
住
ま

え
る
住
宅
、
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。議

事
で
は
、
令
和
二
年
度
の

事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

報
告
。
ま
た
、
中
小
建
設
事
業

者
へ
の
工
事
発
注
、
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金

の
支
払
い
、
工
事
発
注
に
お
け

る
適
正
単
価
の
設
定
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
要
請

等
を
含
む
令
和
三
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
福
田
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
定
期
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

全全建建総総連連技技能能者者育育成成基基金金制制度度
全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の

向上、技能者育成を支援することを目的に技能者育成
基金制度を創設。2018年4月から資格取得による報奨
金制度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ
2千～1万円を全建総連から申請者（組合）を通じて
組合員の方々へ支給されます（対象資格は下記を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

■対象資格 下線部の資格は2021年4月1日以降取得分より新たに追加。

区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級
技能士（※1）、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、
第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者（全職
種）

区分2：5，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（32職種）、二級施工管理技士、第二種電気
工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員免許（33
科）
測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工監理技術者、道路標識点検
診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重作業
管理技士、基礎施工士、1級エクステリアプランナー、ジェットクラウド技士、
第一種冷媒フロン取扱技術者、運動施設施工技士、排水設備工事責任技術者、排
水管工技能者

区分3：2，000円
作業主任者ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、
採石のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、鉛、
四アルキル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠支保工の組
立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立て等、コ
ンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿

※講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じ
ながら実施します。今後の感染状況を注視しな
がら、国・自治体の対処方針に従い対応（開催
の有無）していきます。

① 足場の組立て等作業主任者講習会
【受験資格】
満21歳以上で、足場作業に3年以上従事
した経験を有する者
足場作業の実務経験の要件は『3年以
上』となっていますが、今後は『足場の組立て等特別教育を受講後3年以上』になってくることが予想されま
す。特別教育を受講されていない方は早いうちに受講いただきますようお願いいたします。
② 木造建築物の組立て等作業主任者講習会
【受験資格】
満21歳以上で、木造建築物の構造部材の
組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁
下地の取り付け作業に3年以上従事した
経験を有する者
【定 員】各30名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要） ②証明写真2枚（縦3．0cm×横

2．4cm) ③運転免許証など本人確認ができる証明書の写 ④受講料を持参し、各支部事務所に
提出。学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。

【申込期限】①令和3年9月16日㈭、②令和3年11月4日㈭
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第三者の証明が2名分必要になります。

【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‐861‐9261）
登録No．025‐1（足場）、No．025‐3（木建）－有効2024年12月－

③ フルハーネス型安全帯使用に関する特別教育
【受験資格】
満18歳以上で、現場等でフルハーネス安
全帯の使用が求められるもの、また、今
後フルハーネス安全帯を使用するもの。
【定 員】各25～27名（なお、受講者

が15名未満の場合は中止す
る場合があります）

【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要） ②証明写真2枚（縦3．0cm×横
2．4cm) ③運転免許証など本人確認ができる証明書の写 ④受講料を持参し、各支部事務所に
提出。学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。

【申込期限】長崎：令和3年9月30日㈭ 大村：令和3年10月28日㈭
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第三者の証明が2名分必要になります。

【問い合わせ先】各支部事務所

三三
年年
ぶぶ
りり
にに
芒芒
塚塚
公公
民民
館館
でで
開開
催催

無
料
包
丁
と
ぎ
41
本
、
ま
な
板
削
り
7
枚

梅
雨
も
明
け

夏
ら
し
い
日
差

し
が
照
り
付
け

る
七
月
十
一
日
、

中
央
支
部
日
見

分
会
で
は
二
年

ぶ
り
、
ま
た
芒

塚
公
民
館
で
は

三
年
ぶ
り
と
な

る
住
宅
デ
ー
を

開
催
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
開
催

を
見
送
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

現
状
で
感
染
者
が
少
な
い
こ
と

や
会
場
で
の
感
染
防
止
対
策
を

取
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で

開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
活
動
と
い
う
こ

と
で
、
参
加
さ
れ
る
組
合
員
・

主
婦
会
の
皆
様
と
も
に
気
合
十

分
で
準
備
し
、
お
客
様
を
待
ち

構
え
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も

よ
り
来
場
者
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
少
々
物
足
り
な
い
よ
う

で
し
た
。

と
は
言
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
活
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
に

あ
っ
て
、
住
宅
デ
ー
を
開
催
で

き
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
と
共
生

し
つ
つ
今
後
の
活
動
を
進
め
て

い
く
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

大
町

誠

西
村

忠
光

田
森

勝

石
橋

廣
喜

林

次
夫

樋
口

正
人

坂
口

忠
義

福
田

修

中
島

茂
貴

山
下

廣
造

馬
場

秀
行

太
田

俊
一

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

大
町
き
み
子

石
橋

秋
代

田
森
ス
ミ
子

田
上
委
員
長

佐
藤
副
委
員
長

（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
九
回
定
期
総
会
を
開
催

中
小
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
、
適
正
な
賃
金
の
支
払
い
、

適
正
な
工
事
単
価
の
設
定
な
ど
要
請
し
て
い
く
こ
と
を
決
定

参加者を縮小しての開催

各種講習会のご案内

あいさつをする北村会長

中中央央支支部部 日日見見分分会会住住宅宅デデーー

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）8月15日発行建 設 長 崎第674号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



���������

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す

長
建
国
保
で
は
、
脳
卒
中
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
動
脈

硬
化
の
早
期
発
見
、
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス

ク
判
定
の
た
め
の
脳
ド
ッ
ク
検

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

年
齢
と
共
に
脳
血
管
疾
患
が

気
に
な
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
安
心
し
て
日
常
を
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
も
定
期
的

な
検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

一
、
補
助
対
象
者

毎
年
の
四
月
一
日
現
在
で
四

〇
歳
以
上
で
あ
る
被
保
険
者
を

対
象
と
し
ま
す
。

※

同
年
の
四
月
二
日
か
ら
翌

年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間
に
四
〇
歳
に
到
達
し
た

被
保
険
者
は
、
次
年
度
以
降

に
実
施
す
る
補
助
事
業
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

二
、
対
象
検
査

補
助
対
象
と
な
る
脳
ド
ッ
ク

は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施

す
る
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
／
Ｍ
Ｒ
Ａ
検

査
を
対
象
と
し
ま
す
。

※

人
間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ

ン
で
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

場
合
も
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

三
、
補
助
金
額

検
査
費
用
が
一
五
、
〇
〇
〇

円
以
上
で
あ
る
場
合
に
限
り
、

一
回
に
つ
き
一
五
、
〇
〇
〇
円

を
補
助
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

※

検
診
費
用
が
一
五
、
〇
〇

〇
円
未
満
の
場
合
は
補
助
対

象
外
と
し
ま
す
。

※

補
助
申
請
等
は
、
被
保
険

者
毎
に
受
診
日
の
属
す
る
二

カ
年
度
に
一
回
限
り
と
し
、

前
回
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

年
度
を
含
む
二
カ
年
度
は
補

助
対
象
外
と
し
ま
す
。（
例：

令
和
三
年
五
月
受
診
の
場
合

は
令
和
五
年
度
よ
り
再
度
補

助
対
象
と
な
る
。）

四
、
補
助
申
請
・
支
給

所
定
の
申
請
書
に
領
収
書

（
原
本
）
を
添
付
し
て
所
属
支

部
に
提
出
し
ま
す
。

※

領
収
書
は
原
本
と
し
、
受

診
者
名
、
日
付
、
医
療
機
関

名
、
金
額
、
但
し
書
き
が
明

記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り

ま
す
（
レ
シ
ー
ト
不
可
）。

※

補
助
申
請
の
期
限
は
、
領

収
書
発
行
日
（
受
診
日
）
よ

り
一
年
以
内
と
し
ま
す
。

※

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
申

請
書
受
付
月
の
翌
月
の
組
合

が
定
め
る
期
日
（
十
五
日
※

土
日
祝
祭
日
の
場
合
は
次
の

平
日
）
に
ご
指
定
の
金
融
機

関
に
送
金
し
ま
す
。

尚
、
支
給
決
定
（
振
込
）

通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
預

金
通
帳
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

五
、
対
象
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
受
診
分

よ
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

六
、
留
意
事
項

㈠

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、

脳
ド
ッ
ク
と
同
時
に
基
本
的

な
健
診
も
必
須
項
目
と
し
て

実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
や

特
定
健
診
を
既
に
受
診
し
た

方
は
、
当
該
医
療
機
関
で
は

脳
ド
ッ
ク
検
査
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
医
療
機
関
へ
必
ず
ご

確
認
下
さ
い
。

㈡

人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診

を
既
に
受
診
さ
れ
た
方
が
、

基
本
的
な
健
診
を
含
む
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
際
の

基
本
的
な
健
診
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

㈢

人
間
ド
ッ
ク
も
特
定
健
診

も
未
受
診
の
方
で
、
基
本
的

な
健
診
を
含
む
脳
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
場
合
は
、
特
定
健

診
受
診
券
を
医
療
機
関
窓
口

に
提
出
す
る
と
共
に
、
別
途

に
組
合
か
ら
送
付
す
る
質
問

票
を
医
療
機
関
窓
口
又
は
組

合
に
提
出
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

七
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

㈠

補
助
申
請
に
必
要
な
書
類

の
添
付
が
で
き
な
い
場
合

㈡

受
診
日
よ
り
一
年
を
経
過

し
た
場
合

㈢

保
険
料
等
を
滞
納
し
て
い

る
組
合
員
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
で
あ
る
場
合

㈣

医
師
の
判
断
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
脳
ド
ッ
ク
検
査
で
健

康
保
険
が
適
用
さ
れ
た
場
合

巡回健診のお知らせ “お申し込みの流れをご確認下さい。”

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い「密集」を避ける為、ご予約受付時間の厳守をお願いしております。
受付時間より15分以上前のご来場はお控え頂きますようお願い致します。

受診票へのご記入をお願い致します
ヘルスポートクリニック様より受診票が届きましたら【受診者記入欄】（黒

太枠内）へのご記入をお願い致します。受診日当日の混雑を防ぐ為、予めご
自宅でご記入頂きますようご協力お願い致します。

見本

巡回健診申込みの流れ
STEP１ 組合・国保に申込む
休日（日曜日）「巡回健診」で受診

「健診日・会場」を選ぶ

健診時間 午前9時30分～正午12時
受診希望日を決めて、健診日2週間前までに組合へお申込みください。

ＦＡＸ
の場合 FAX．095-861-0048

※申込後、受診予定日1週間前に詳細なご案内時間、受診票と検査キットをご自宅にお送りし
ます。
※会場については、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種会場になる可能性があります。
状況により急遽、中止になる場合があります。

健 診 会 場

島原文化会館 ※9／26㈰の予定が、
8／29㈰に変更になりました。

大村支部
佐々町文化会館
佐世保東支部 ※8／29㈰の予定が、

9／26㈰に変更になりました。

時津町北部コミュニティセンター
※10／3㈰の予定が、10／17㈰に変更になりました。

STEP２ 会場で受診する

受診に必要なもの
●特定健康診査受診券（ピンク色）
令和3年5月中旬頃にエメラルド色の封筒にて発送しています。
●自費（選択検査申込者のみ）
●受診票 ●検査キット
受診予定日1週間前後にヘルスポートクリニック様から受診ご案内時
間・受診票・検査キットがご自宅に届きます。
受診票・検査キット（氏名）に必要事項をご記入の上、当日ご持参いた
だきます様、お願いします。（右欄参照）

郵送の
場 合

〒852‐8021
長崎市城山町29‐26 長建国保宛

実施日 令和3年

8／29㈰

9／5㈰
※9／12㈰
※9／26㈰

※10／17㈰
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